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＊判別分析とは
� パターン認識の計算に使用される最も古典的な手法
例）郵便番号による手紙の自動分類、指紋・顔の機械的照合

　

� 線形判別分析、非線形判別分析に分けられる－図９．１
�  2群判別分析、多群判別分析

ある個体の所属グループの学習データ→判別モデル構築

　　　　　　　

　　　　　　そのモデルを使用

所属不明の個体の所属グループを判別



� 判別分析に適したデータ－irisデータ（アヤメ）
最後のspecies列→各個体のグループ情報（外的基準）
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� 判別分析の外的基準－質的データ
�  Fisher(1930)が提案した線形判別関数を使用
（グループ分けの境界が直線か超平面の場合）

 



＊ケーススタディ
3群判別分析（Ｉｒｉｓデータを用いる）

①練習用データとテスト用データの作成

※iris.train=練習用データ  、  iris.test=テスト用データ

cとrepはベクトルを作成する関数。	  
Ｓを50個、Ｃを50個、Ｖを50個繰り返
したものをベクトルとして使用。	  

偶数行と奇数行に分ける



	  
②関数ldaを使用	  
－Rのパッケージ（MASS）の中に入っている関数	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	  
	  

第１判別関数の係数

グループ間の分散の比率

第２判別関数の係数

LD１がグループ間の分散の９９．１３％を説明できる



③判別得点を求める	  
　判別得点とは・・・判別係数で得られた値	  
　＊第１判別関数を使用した場合の判別得点



④学習データの判別結果	  
・関数predictを使用－$class,	  $posterior,	  $xという結果を返す	  
＊$class・・・各個体が判別されたグループのラベル	  
＊$posterior・・・各個体がどのグループに判別されているかに関する確率	  
＊$x・・・各個体の判別関数得点	  
	  
	  
	  
	  
	  
	  
誤判別率は２/７５≒０．０２６７（２．６７％）	  
図９．２－第１判別関数得点の分布	  
	  
※重なっている部分があると誤判別が起きやすい	  
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図９．３－第１判別関数得点の散布図	  

※判別関数が３つ以上の場合	  
dimenを３以上にすれば、対散布図
が作成される	  
各グループの母分散が等しいとの
仮定に基づく



⑤テストデータの判別	  

図９.４テストデータの判別の散布図

関数predictを利用し判別分析を行う。	  
その後テストデータのグループラベルと判別結
果のグループラベルのクロス表を作成。



⑥交差確認	  
－データセットから学習用データ、テスト用データに分けてモデルの構築・テストをおこ
なう際に使う方法	  

データ全体＝ｎ個　１等分＝１　学習用データ＝ｎ-1

＊ｎ重交差確認

重複しない組み合わせでｎ回のモデル構築とテストを行う

→n回のテスト結果の平均の平均を全体の評価に用いる

☆交差確認の関数＝ＣＶ
ＣＶ＝ＴＲＵＥの場合、１つを除い
た交差確認による結果が出る


